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I った ~ii'.,IL 見D1J:i 伎の A ー ，7 ， 子 ぜ
回 大躍進をめぐ乙二二つのJ:l＇解
1. Ff 過
2. 上：HljJ!Iて大「1乙 「＇L/lljJ~［U r1';m＇！将
:-i. U~＇ i立,Fi :F_ ,1－＇.一点 i下J.rμ f伴






































る（1 2) 0 『人民日報』、『紅旗L 『解放軍報』は 19同
年元区の社説のなかで「デロレケリア文化大草t¥fJ
f t偉大な整党運動である jと述べているが， とれ
は文化大革命の当初］からの一貫した規定である。
たとえば， 中：Jt中央の「－f口レタリア文化大革命




























































































；五八手議論と共通し＇） 欠陥をはらんでいる。なお，こし•； 'i 
































































































































































問題に J ) 
1967年）， 651ページ。














































































































































































































どカ：j:if能とたと：，( I :!cl_, この（刊をみたどけでも，協
業小「，＇： J-:.t,tlゐ 労働 のiL会的生産：） または IH
会的労｛勤し＇ Jノbi/UJI が、 作if¥＼ドlj(7)F主昨 ）jV) lji_わlit与
総和J:.U：（ノJ1,のであるてど品‘叫んかで，わろう U




と i：生産「付（系； υ)I,、ず,tl企強i必する／〉邑， といず’た




ら集体的大K:ht・ .（／）転換 li F よ）バ『［比較的大i見
慌た土地l而偵をがし イザJk~’乏常j L、 r!i. i：丘Fl!:υ＞iド
力ラ J土術；4く準そぴ）（也にLよ；しる分；f, ！，弘主 を行f(. 
L、 ｜ら守（動；t；稲H




























産 ） I i治と 1'1'J』fておとう。 lJ-:_i)子力隊念：をめくる
一て.) ，｝）理解は次山＇.； ；，＼で／材、主する。 出ltこ、 lJ; 
lf )jぷHI i二~） L、け上， 社会主義はす Ciこ成立し




























iこJl l-, ft, 
じれ束1JA1lt~v）現実を
耳0二：i’IJ と特i放－ ,f f、




質J _I I 忠足句、，，frfr--J（叫を｜併である），
決 L C -I寺川忠L、子〕ざたど Cいんじ
い立山県本l下Jlp&flド勺 fl体／tzJ)J引liでふマ、1- Eltこと1' I I. 1’！） 、ー
, ) i'古和1が｛1芸 実際仁はよいこ左であ. - ;-, :/f ＇，、二とのようどか，日l；ぅ〉｜下Jit: l:JV.c；：上一I{寺山J,に、
変革し上うとおもい，行助金ら。 it院であjl-｝工ラ1: ~ Au＞、：Fd, cl）て：t !i;i，＇ 〆 ＇！~－－＞
f耳ij[¥lj}主交，革命をぺ〉ろうとする jよjこそうとし，た雌 jjl日ハ JIIT2,~ ： t ;1：，ハコ点にし ぼることかできる
この［窮 I(<Ji州日）守ど＇~f', •Jf/1 出 1:t、rlA三1rJF七J'i':)Jc') j）｝＿、太三点ノ；ぅ.1: _IJ!J 'A I_ <, 
(!)J-待iむを門会科学的に解明することがわれわれわ：正i三/L その内ず;itfiifi'l主J 、t三，J:~; :Jモ点〉ふり
［五円 i（／）解明によ，， C 
F引阜要不命 iの校拠金正 i二える
,i~l :w-_: !i: U i Hfi仁（） t;_ L、。ti i" 1 iミ建／.tJど）、京、「'・ 、ノ夕 ！，、＼ 司 ・ －.d 、1 ':I"＼巳＇.方、
: f! ,tiミ
• l' . /•0ζ び） 7；－、てJ）大被j'f1 ；行i( ：， 二 ！~ ：ふら｛
大＇｝｛t全 I,fdJ l't I ,J> t¥・<'.j( 1: iーにとらえら J






’－ ず :.- . - .-- i ザ、一
ん＆仁ヲ ι） ,・ （γ） ／） つ。
｛ノ（｜！？ i , I・,q !' ,f -&? .!{¥ 8 Wi :'i> I kl iに京大会ら（＼ 2 i"I会
,Ii, (I告 1.i uc 1；，外立l'ilλ子I, 19ら討 ~I ) , 51 •· シ，
fl；と it可
<, 1. こ＇.l I i,1 Y,:l-' ＇メl~f，（ドJ )j fl J I l 井’t；ー I立l J!'_J 
Yト， ！コイ；：1；と！（ ' iモL、
:I十＂ i:lij 力、 へt・し v, -:, 0 こに、！ 三白1,:q力・ I I•'-: 
1' . JI, _I I＿れ j[j I ～U !i¥ 1 1; 5 ': (j'ぃlpli’＇・， 1: 
:; ：と i、川 it:,>,: jじ.•i iι｝カ i-k" I '1'-, j ：正；，、
, .・：汽 i マ＇・ ., ＿、 iこ＇.イ、！と_I : ,.1; i j " _¥, - • ' -
ノプ： Iil'i) -_ r t l ・, l寸、 h：や :l+h＇て1-Jfi;,i，に）
, "I ;1i: Jc・ I, Wti二［！、予-:. ,'J ，｝、Ii長で： t i,J／；＇）世ι寸心：1;.t 













e 、六F 1 -'-
・: －どし、つ： 1, l号、
刈山、人1-('c I 'i"＇理 Ilζ，：， .1: ＼、，j 口、 iリ；ご人 i( I 
ti！－＇.！＋！；υ〉ぞjl : t人J(
巴以来：：ιハ！＼＇.！す－ } ) Ji）；大； L.
, :r'1fl I ＂命づふく）ど－ t',j1：王、
r lて（ t~λ ｜日命とし、三 l、ー l
( , i :1 ) 1 "t 'I ( l旧制）｝，i(I Jノ；， Y,tf(j丘型都；人 I,・;
’，j, ,'j 'f1 Ii I; JOOOバ（［て F、il I;, I:(¥ l {l'. 5 カイ1:,,lfilq_•,1,::
H,:'U-1，＇め fjをfiJ,t市街iiJ. i ; , ;i' ,('.): I)'] 1 /, 1・ /:Ii (, 
, ; ,;1 i, ') I I）ち、、Jo i ,j J_, :Hγ、〆ぶ
（パ－1) ldJ L, :Hi～：－17ベシ。
( 1 Iら） 【W,'i (1957斗）10）］から今；iCl) 4 jjょこ；，
,'.!'-・el'／＇：弘前lt.'iιパ；i0ム50()())jパ← (1：，一 6.n1itx) 
シム大＼ ). I ;':0 ごl I i t骨T収後υ；8 °1-1:1, ・ ，；、え 1~ I佐Jほ1(t'[ 
,'Ji~＇和トりも品（）（）（）}j ム ご多く，鮮放IJij，数千1r1:に ζ
、／市出土話、tri船上りも iw、1000;/Jム←多L、。ょん id ！／~
) lイ！U也、；＇IfJViし＇；i!IJ也2o：.：余人ー予己主j色i_, nHt 
J!ifi', J {,j,1()()()/j人－ I, L；／汽 j7，と正 t1[ , 1.i力、f) ¥ 
川ぺ！ムー： j) ! , ) －： イL [·-'• i右1:r. {Jil三t,lo i"l I，；治
' B、’＼ 人r,uJ.rlJ立：tど償十，tr汁山こ（点i処？ふ 1,－／）てあり、











































































('I＇二6) I堆肥（各H:，，肥料ノt;', L, J, i，に土犯や
山肥）を約3100億坦（］辻I＝己0'i'" ;,: 7ム） fFり，＇i'




(I主7〕 r1958 '4 1～4 Jに，令嗣で 2億 900077ム
ー余にわたって iftcJ,/tfニ。こ HU過J,8千lr,n' 
転、m積の 1自可A 半にあた J,J，乃［， '.l'I ，一ジo
「；lミ8) 「数千万力H'＇ソジt ¥ JシtI改良義久や＇ fc
淀川化農R，揚水用J~ ， J；企ぷJIJ' ' ,'."1 , E物加工m兵な
，，：什っくり，これによ＇ －： 払［守本＇，／安企 f;!'J均なT-'1;-j動
',;j!：ふ態を改めはじめて f; eヘ,¥'.i,f,)J'l 1(1liJ奔しく高ま
っている」。 ftiJ上， 39ページ。
( lt9）向上， 24～25ぺ m叩 ν。
(ltlO) H I:, 5:lページo
（注11) ,1, r刊のれ 1次日カヰ；f・ifliでは総投資J，うち
！才、への配分が 45.5'7/ハ吟業へり円i：分が 7.6%，工業
J吹資のうち張工業への門店’げ 85%、市仁業への配分が
15%であった。岡松：，＇ 1＇，波 γ（ 二I'., 1、11-J-・9l共表 f社
会主義経済論』（筑摩 ,I;；！）、 l'ifi8;1¥, Bfiベ ジのJIJ
「I! 'Jl論文。
(/l 12) 『北京 li報』 1967＃＇・ 4Jj 7 1社論「打倒反
動的“思！｜服工具”論」（r人民｜守報』， Hlfi71f'-4 J J10 1 Iて
恥i戦きれ t:j，ぴ）に上之j〕υ
ではな I，、 l：考えている。これはJr;,1ULrr111H物論の見解
でlt ~( ＼ご， t議械的唯物論の見解である。 t・ l.かに，





HIを寸るも仰としてあらわれるのであって， ,: ell/,( I, 
I ,it，.； アiければならない。’Iv（関係が＇｛ U ＂＇なけれ
’l Pr)J Ii発展できないという場「7、 1Ui'.＇関係を変
:~ fが，主要な，決定的行（＇ 1/fj六わこ 11 or E沢
市町fl;:iLJ, 149ベージ）。
1 r>: JJ, t「♂般的には主要／j ' 1！，うi'J't'Jtc f’； It！をするj
が，生産関係も「一定の条件のもとでけ，中v；仁て主要
な決定（l',JtJ fr附をする」と？、うのが， 日以東川『イず）行
総』段1併で ν ）論I唱であり，市命（＝＇！：.派閥 ic,\';J ， ~;j,1)
け）論J'flであっ f：。 「人民1すf郡山」rlr'i"-…＂Jにj) t、二 I,
t岸本（1りにはこの諭J'!ーが.-1（しザい 7,f,'., 品川内i'.は上
ぜ）り点、に F 〉ているといって iけ、
(I Ifい ,¥';j橋満， d有掲論文υ
I j ]'7) 7 ノしグス， j!¥fl!, 涼1(', た11, .11主沢『終
,'r ・ t w nu O＼波斉！九 1956;1入 u、ー
1 /U8) 小野弘政『経済学力法繍』 〔東大HI~,i 会，
19f>'.l1J",), 109・、ージ。
(/1:19) 7 ルクス『資本諭』， Ul1 tr, i:i1I 1～l：：：草参
H円（注13〕 1958{f. J〕年度；diliはお月初工業 8～10%WI, J', 
是主業4.8%土門と規定されていた（『人民 ll報J], 1957年 9
JI 7日社説）。ところが出：1:! ) : . , l 1i：半lt工業14.6%
jぺ 農業6.1%増に引＆！け，－ l l，ミパこ 3月；こ1.1,
工業33%増と予定されノ： I J[' ・: ，＇コ tノここの年の車1-l鋼
パ，，七産計画日標は， 19,:>8if ：：：月：：： ; (i'.!O Jjトンと子定





( j l二15) 毛沢東は『 .｛－>i'¥ ~｛，』（ 19:l7'cj 8 Jj）におL、て
］），次のように述ベて iJ 。 「→iW,ゾ1矛盾はそうでは






,,U ( J （ィ【；i主書店， 1959年）， 105 , 山
I/) 2]) ]1tlJ:, l.J.lベージ。
｛’ J 122) 7 ノレクス『資本論』，ぎ＼ l ｛主， i:j'OJ E与し参照。



















年， フルン〆 ，：f-'lブは突然J'dr内的に i，数百の協定と
契約を破棄し， ソ連の専門家を呼び返し， 通主要設
備の供品f;'i 1LY1て， わ万ミいWJK；経済発展山、＇ j初の





むI1), (2）に J 山、ては19HJ主Iー＇9月の中i五｜共産党第付
期中央委員会第 10副全体会識のコミ 1 ニJrていJーで
に指摘さ山ぃ、た。（3):.t 1' ＇／議争がこ r.・;, 'J L 干シ
河ンするなカ‘c明らかにされ， 19刷年末にな〆「ご
経済困難の瑚！耐の・つに数えれれたけ
三れfパ） Jの理由丹 ’.！1 "iLし、功、んら i勺てイ































































































































































一 、 > 1:. JSこっ。











































；刊1lfiLてi,ir'Jiた；干｛rtli＇てならことはある全いっ 月jにおける一つの［戦術j として採用されたにすh-1' 
日！！な評価をlj今えなければならぎないのであれば，これ二：f労働？？に主る符理のす：に上九、て広t', I、i l P、







, k a J, J J士イ］j・］・ るri・:1人：二l(;1!1心れどパた L、九二i、叶，工 III'", 
一般に「物質的刺激jに対し人i1;,J九千主に七!.cうf｝，キfJHL会乍Jfir皮すること、 ,i"Lておこう。r k、





















































こう Lt:. )j 
[l•J こぞと沢京におけみ？！；会主主主連ぷのい払Ji ごあ ＇）
・r-C:I I:',) 
d」。















ど犠fト化 1-／：ごのであ.，， tニハト11¥ 
C/l 1 ) 61¥ :i ml全 i孔人 1，.；代表大会第 H•I会議（：J Jけ
ら1.'jmキ（ ，＇ゆ女 IHi丹動持i色 Ul¥2X『」t）；（尽報di, 1965"1-1 
) l :,fl ¥J）。
( i.2 " l'j Y.1 :i fl対抗誠i'1959千1[LI日経済；IlEi土 t旦j
il I"' fli j1f :J,c i月j!JO村民i'約恋動「灼、＇/fl子了J（『新：,1:'!, Jl 
1111 1%'J{j';(¥17号、
C /1,: ) t＇.，十t,・ わけ－＂.，工業建設し＇＞／ Kr.fl過.f!i'に J ノL、ーと
い，.，J.f4,gu ,it「大鹿i[JP再評価一一喪村工業化今中心





















































.tn L、lニムヤC,t; tr it If, 
1968120066.TIF
';f{』， 1963（ド12月lOR弓〉。
(/1 5) 『干しはん『人：己uw』村立、：%I"社会 i’／， c'・ 
I註と歩 tr,';I;・, ぞれ＇： ifi:fd：二五，，，；丘 ・， Jf;cl,＇＞ か IC1: 
沢『北，；，－、 1/,j持1』， 19671ド34り）。
( I:fi ），〔It7入（il8〕，〔／110）『人＇・（ I i江：九『キi
W1：』司十：干放軍’：u民集mi「，1,Re! e号、村，・わけろ.Jグ＇；下l
，，闘争」「ト｜；品：『Jじ：；T周m』， 19fi7ff49¥J）。
( It:9) lc,J '(l .・ ! ，弓に＇.＇.； ;l：手； 5力＇i~i l＇白l, • , : ,J.,: ,; 1・ 
l育lj符Fl＇.削！？芝：）， ソjむ（＇l経験全 b, !c •）忠守ご L ：ドミイ股！ t: i, 
elで声Jり，ベ γ特徴l.t高度に中央年格（！＇Jなi'li名士 I;J ノ
ことにあ η た。 1957年11月，！i;J務院は従来・ > ,;/・prf)Tf'!' 
:l,IJ t': ！；： 改めた。 J1立Ji i JJf:女機閉じじ T) !Vlそ t’I企業，ni'J_L 
11 C長1:U什，出版Li）尺強めらため，＇： 1'k'UiUドJi'U告
を~和！， 怜｜投士「卜 t竹！ ？ぜた j;11 ーに ι仏心（Tl ピ務~，；：
I¥I於改進工業ピi：呼！体制的mι定』，『1，ヰ Ji寿院：世l／；~改造的主
管内体古1!'10il定』，『r,n-寺院r1-JJrそUt政w用件（すWJ！克',i：ふ
lCJ57fJ 11Jl 1511 ¥, -'・)'fFJl(.j:f,rJ，ノJ，干／； ,{>'(J'.H・,t, 
経済／j,!I引 l 同： p ・) f二tt.tf習院生L う•Tfr 1ぷり JI 
''- I てf日1自I-r ：＿ペJ ・',I；＇）ご J;，；＇＿.う。
大限；1W＇，調性1n：＇：峰！＿ ( ,1，リ＇－：， 1-1-,i，，月uu,j也)J分
Ur『）総けか，， I J'f1i・1'Fr治j「J場 U'il,11＇，経済） ,. ：干IJIJか，
と，＿.iMご，l;¥1、；J論 ！.i1勺 jノI!！土，：tq<i＇「 H?,:
土Ji[咋il'[ 1, tに J IJ 7, filfi/ifi 法 tl]J ',;IT i , , j It: 
二九問題は， 「’ijf )Jd，ふJ的交悠： : lι ：ょ~ il o'ユi:u
EWであっと。つま＂＇ FJJ.\宝は／;Jj_ ＂仁かて r か， 1 ／•＇.»，ロ lplti
かj也h行、特；ll‘ υI tli 't'l'F！＇点、 rli上号経済丹、， とl人っとしヘ
ルにあっん こ：t ／、’， f[会！＝義（1せた＇I＇度開係 U, か
'i 7, J£' 1l): I;_ i邑じて Lリ強dヒさ J'-:, ＇＞方そ，J'.l.Rlること
か，決定的に幅安j包忘、味Eもった， ; Cあら。
こに＇：点 ut：とえば民業税｛／／：く心品、ゾヘえ？？をみ／.：：ニ
↓ト： i，明l'J でむノ／＼う o ~fl 2 IX 5 :'i I ,dphi , J発だI！.う
たっ r, 1j ;'.1, -I' 9とは／；＇： i2 私~ 1・ 1,l;本l’ドJI：安定＇ Ji, Jt'1J1( 
I i,W1税［ 品川、）j針主 ／！＇.／／；た〔「，1＋人！」 町和［可決 "f:
税条例』）。官「Fにl{/！：すら C1l-業収人it, t1,:,'. T. J円；)[;/i ,¥ 
L：も（え.:.1), u・.H(1'J：空 Jρ｝郎分 ζ，l.',W'>Jt':/11：.’ Fて
ることごIJ －致して，＿＇ fこか，古Hl'liと［＇，レ d Vレ：＿ i Jな
う点、方、！日l¥il：， 化っ t：ο ～tn, t: :.i~ fli.，徴収 tJIU l 
11－守党，1,-17，分と必JI、存i/r一色 tて!I'J支｛， j乍けに ¥YIN
Jζ）分と主それそi，ど（1,fi'「主；：4るカ ι刀打：1ほと弘之i0 
こ n ；問すろ：•fi 1 c'J _JE長は， ？堅業Fi.，，徴収1K(J, ）~、中；，＇，＇.’ p
1可加l丹什るという L，・：であー＞ t: O , F主↓i, m:r凶iと 3' 
茶店｛ヅ＇k/i：；＞ヰ二 刊に百1,1 1.，財政 y, r分丹！！な；忌 i＇.’ f干
02•＇）主張り，異業税者：従来 ,J）徴収額に;W 持主せらル
いう芯；はであら。つまり， j'ではi嘉〆！） 1J.'設－＇＇必嘆さ
/,:, t.: cj C 1: 1 [ ・ 1 /I也ノljでLt 作業i有lで$IiIニiてI門大！ f：苦T
.f( C ！大；：i；ノナをぬ：：｛ j干「nu-1~~\Y/,'!1', {,frtL－＇）レ，－：，，
ご小:i¥'U：業アト，＇：＇台明こすために前撲に使！ IJろと！、う
もの！？ある。 iliU'i，つまり資金か Uc•It寸Jiばずふはと
七J i{'!'.Jliは合Ff＇的にtcろ， モい〉二号え ＇JiカL第 Ilk 5犬
{j ,;j一ur,jJ’y ,f'J，主f.l }; -, t.-o t再2ik,J[tl,jに j;Iザ、 J ( l i J-＇）ラ
よ＜ jえi九，モ；:t;λ，t＂が，｛ OJ'l' rfi lt i大ゾ） 4点でιJi,Jヘ。（！）
1li /';( t大衆の在Y事長itt，見f品！.てい乙，（2）子不在Tヰ｛，i'IH 
l’m保トて，J、＿！＼＇／ 工業r.－ 峡！-3こそが， た索、り労働ブ）,'c 
n,1.G:t上究発符l竺そ！と》，（：i)-ft作t-1:> ,: ，，，ハ長依もHs':_t.:
）〔的Ji；；，立であら，（1）’j、早］企業二平畏氏rη1刀す:tムf!J('i.1:
i¥'iU'.-:,: もつ Fあ ＇j, kWぞU）積梅Jtr.・発J同i大喧ら。
1: ）：えば安官r，千？でU, 19571！＇冬か i, 1958年春主でJ)
'J'!i'-J{i',・fr, _J: ,_ I C,';lt葉台「Ff:voj',):'f，特にt'U(
'1iH1JlW U<:t I. ず JO億土.Tr｛ιぢメートノレ（川 L'lもや
作成 I. ／二、とて Fうご過去 I• 8 fFRilでLt，同が［（（：iを1・r
！ご！，政府カ 14V音5000万元投資！？，わずかL伊 lfi傍：




介 ）：＇fノiJ が H会七義 n• ，，せを i ') 1（め！， かと l、う務庁jt; 
I,，.＇）！こしこと＇，え「いろが， より后；変ーなのは k:司｛がm
?lに l'/1,(l'J；’参加lJ るか空うかであ 7、こと：土すでにく
•J ,U I知情 i(: 0 ドJi(f品ιYノ問題は，いちJ：ぺ j；くと iノ





＇＂＇り明 dヒへと 7上り，他方無原則的乍口 rhft: （三向ー包，
lf. ，）平成， ~q ゾ、 n1rr ）とな乙。＇［，，，j-Iは必ず！も矛店I0 
i, ，＇）て l.t 1,¥, 、。 一宇土L-1j1:'J!: ttf在「i'J~I一向ij ，／）欠点失補うも
'-) I. I_ -c il’fi，日経済があ！）ムムれるが， これはrn解決に
はI;(, i cい。！日！1£はrt：：央集情的日柄 A 般にあらりでは
な〈：，そっ iあり 1J ，.＂あるのである。








（『光明 IH報』， 1968年 6月 7fl）。





























































































らむとと， rn ＇ノレジョア階級の Wt手力＇11-P 日、ること，

























l鴻整期のな/J，で生支jlた状況に対L(, q, Jt!t 


































「民業基礎，工業主導 1論， 「i力更生 I；；命などが
普通りをもつものと主張され＇ It3）、 J市立では， ji/J
J度期階級闘争理論｜がも亡はやされている、どが，





















流人物還者今朝 l （毛沢東， iCl・tli:/iとに寸、j) たのであ
。
「汁 1) 『社会L：＆教育運動重要資料集』（中1£研究




正 C.J•世界史（tヲ J主 ,JilJ (1964{! 7刀） iこjパ、て， 「ソjを
し•， y 人F＇的所布告IJ lη企業に巣／ろ各種各様J’Bプノレジョ
7分 （，｝）活動 J,rゴノレホーズに巣〈う各極各様η；qで
分 fc'）活動jがソ述，.！）新聞，雑，；;t方、人し，，引 fl]として18
HJ行主~1 うれている。 これ （＇ Jハ：事例ぞ hとにがj公！滑汚［町
u, f三1: ＇戸 l'Yd存変質分子が挺っている工場u，ずB
tーのうえでは社会~ti'it（灼企業でも，実際にはかれらが
れ’請けする fこめの資本主義的企業に変わっ－c!. tっ








,;f，戦』，北京外文出版1[, 196511 , 480～488ベージ〉。
ご .~で， 1 ，ド／，＇＇）ソ 11': 認織の当否主論ずる用：むはない
か， j虫： ）〕d’
1 I), •11 ：国プ） ＇／述認識は，主主本 i't'l に•＋国自身の Ii 己認
l栽に1／，；てわ、寸－ 1、る点である。この怠味では， I,，わゆる
小ノ論争；.t<' l>lti ,/) i1すとる〉中ソ論争であっ7：。，1，ソ
1/ij, A命令，・J;いて「生斥）請け表 h戦倒的lニソ；,nt.-cJI: 
i斗I1こ＇］干実 f；，かれ （， j'.Ll-•i,i;J ，／】同家来l]t.;(i，・失うこ）：に
Ii ~~l .，反対 I-rいたかんである，と考えて jL、（最fをの
.＇.＇.（にず川、口九た lえば，金治潔 riu少奇批判のもつ
む味j，『中1,研究月報,;I 1968年日月号を参照、せ上〉。
(/l 2) 『紅旗』， 1962年19問。
(lt3) 「両足で歩ぐ j方鈴や「農業基礎，工業主
；芹j論（t，九L木i'lJにはマノレタス円再生産表式によって
jてに Vえtt i口、ろ原理内遮}[1＜！） 問題であり，士た
「白 ）J更生j“おは帝｝荷主義プy包問’，，1：じ 仁志も他しり
:<J→会主l~l11 とり経済協力b苦 L く制限されて L 、ら状況
＇＇と提起された政策なむつである。むろ λ，たか e，と
I_' z二これカ全ノ村殊中国的であるという，＿，，ではな
1、C t!.t界全f本山革命と iて展開・＇ 1 Lる化 （， (;f，スムー
ス，・処JT［＇＿し λろは fJl課題点、，現＇－／：＇.（］ には「一［i'Jレベ




























かかわ c',・r, Fi'論的には》， 1 tニスターワユ♂） ll;i:;\i~ から

















れ(I民地論につな治る ｝） であるJ （，＇.与橋 1，：，~ r資本主義と
民Ji.n・楠民地問題l，『東京大学経済学研究』， 1967年
8月）。
「El主イ白達によれば，毛沢東は， 人タ ザン c')・ri' f, ', 
~:) 9シェグ＇］ + 1じーノいての12h条＿L Ii'，＇連邦共 1(




A；大会への報｛＇；－ご持Ii ；~ した党の三大作風一一－ 1J:'Rぬt
実践を結合するn,K札」，「人民大衆と密接に結びつくれ
風J，「自己批判の｛午風」にしても，学イリの上では，ス
ターリン，｝）12カ条d川、ずれかに挙げI':,j1,たところを山
川、ように見えるけれども，そ tハ料担1ι実質は［.i（点
、Fで大きな発展えとげ，中国，＇ J)'i:の独自な伝統主形
成 L，この党に，独特の風絡を僧びさせるにL、たった
ことを忘れではなるまい」（藤井満州奥，前掲論文〉。
（調査研究部）
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仁〉経済回復期における農業生産瓦助組織に関する資料
一時代的背景・中共推奨互助合作組織・土地革命後の
組織必要望害関・指導的中核・組織形態・三大組織原貝lj
t>農業生産互助組織の構造ー労働力の組織と価値形態
．労像力の交換過程・労｛役力価値と権力の関係・＇ Lil
手段の組鉱 〔付録〕中国共産党の農業集団化に関する
年表互助合作組織の分布 互助組織および合作社の
組織率（佐l智英一郎・宮崎軍事一・野鳥嘉附・会見俊雄）
中国の経演発展と対外霊霊長語
米沢秀夫綬
350頁￥ 400 
じ〉中国国民経済発展のテンポとその特徴t>中国の経済
建設と国民生前における物資需給t>濁民経済における
対外貿易の役割と貿易方式
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